農林水産省　令和7年度鳥獣被害対策基盤支援事業
鳥獣被害対策コーディネーター等育成研修
鳥獣被害対策コーディネーター育成研修（和歌山県）開催概要
■ 日程
令和7年11月4日（火）～11月7日（金） 【４日間】
■ 会場
	座学

	会　場
	橋本商工会館　５階 岩湧会議室（C）

	住　所
	〒648-0073　和歌山県橋本市市脇1丁目3-18

	アクセス
	 JR橋本駅から徒歩約20分

	野外実習

	会　場
	和歌山県伊都郡高野町　高野山国有林


■ 研修スケジュール（※予定）
	日程
	時刻
	内容
	会場

	11月4日（火）
	13：00－13：30
	受付開始
	橋本商工会館

	
	13：30－14：20
	ガイダンス
自己紹介及び意見交換会
	

	
	14：20－17：00
	座学
・鳥獣被害対策の基本的な考え方
・現状把握のための調査方法
・業務管理と作業の記録
・野外実習ガイダンス
	

	11月5日
（水）
	8：30－ 16：30
（移動・休憩含）
	野外実習
・現状の把握方法
・植栽木の被害確認
・植生防護柵の点検
・被害程度の把握
	和歌山県伊都郡高野町　
高野山国有林
（8:30橋本商工会館 集合
16:30橋本商工会館 解散）

	11月6日
（木）
	9：30－ 12：30
	座学
・防護による鳥獣の被害対策
・銃器による捕獲手法
	橋本商工会館


	
	12：30－ 16：30
（移動・休憩含）
	野外実習
・銃器による捕獲手法
・わなによる捕獲手法
	和歌山県伊都郡高野町　
高野山国有林
（16:30橋本商工会館 解散）

	11月7日
（金）
	9：30－ 12：00
	座学
・わなによる捕獲手法
・業務の計画から評価
・習熟度テスト
・修了証授与
	橋本商工会館



※スケジュールは変更となる可能性があります。最新情報はウェブページを参照ください。
※2日目および3日目の野外実習は、集合場所（橋本商工会館）から野外実習地まで、運営者が手配する車両で移動します。
■ 講師・スタッフ
株式会社野生動物保護管理事務所　広島事業所　横山　典子
一般社団法人日本森林技術協会　山本　照光
一般社団法人日本森林技術協会　澤田　のどか
株式会社野生鳥獣対策連携センター　岡山支社　中村　幸子
株式会社野生鳥獣対策連携センター　岡山支社　江川　信
株式会社野生鳥獣対策連携センター　岡山支社　山口　博正
株式会社野生鳥獣対策連携センター　岡山支社　川島　嵩史
■ 宿泊
参加者各自で手配をお願いします。
■ 駐車場
座学会場には駐車場がございます（22台）
■ 持ち物
□ 筆記用具
□ 森林内で作業可能な服装・靴※
□ 作業用手袋
□ タオル
□ 飲物・昼食（2､3日目）
□ レインウェア
□ ヘルメット（借用希望の方には、貸出します）　
□ 必要に応じて、行動食、カメラ等
※豚熱（CSF）対策のご協力お願い
現在、和歌山においても野生イノシシへの豚熱ウイルス感染が確認されています。豚熱は人体には影響しませんが、野生イノシシや家畜への感染拡大防止のため、本研修会の野外実習においても防疫を実施します。実習終了後に足元に消毒液を散布させて頂きますので、濡れてもよい登山靴やゴム長靴でご参加くださいますようお願いいたします。
